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朝監第 8 号 監査 結果の公表について
朝日町監査委員 底ロ良造 松原三郎

朝日町民生課 (2) 
5. 事業の執行状況

(1）児童福祉関係

（ア） 母子政 1悦（泊栄町）151止常牧容現在ヲ世裕居住

管理状況良好・と認める。

（イ〉 常設保育所

境、笹川、泊第 1、泊第2、赤川、桜町、大家庄、小川（
蛭谷羽人）の8ヵ所と本年4月から南保保育所が開設され
現在？カ所に設置されている。

（ウ） －季節、へき地保育所

季節保育所は、37平！立において10カ所の開設であったが、
南保常設保育所の設置等心より本年は、 7カ所に減る。
これは春秋2回で即日間開設する。開設に当つては地区婦
人会の協力を得ている。
へき地保育所は大平地区に1カ所開設され1.2. 3月の冬期

3 11月休むのみで他の月は開設されている。

(2）社会福祉関係

（ア） 計会問祉：Ji·~覧
社会福社事業では敬~対策、 .itl校匂策、母子世帯、 身体何：
害者吋策の外、町子111；滑に対する小「l貸付、福祉金町貸付

繁務も行L‘使向がられている。

(3）国民年金関係

〈アJ 国民平＇.＇o. 3 7年度

検認対象月数は 6 6. 5 8 4月

検~.~－~~月紋；1 6 5. 2 3 6月

検認率は 9 8. 4 % 
上記のとおりの史縦で、県下でも上位な成績である。

（イ） 稿 7:11：年金 〈省略〉

“） tE 宅関係（38.5.27現｛＇E)

（ア〕 引制m1：宅 3戸（太平2 境 1) 3 111:11；：入！日；－

（イ） 公営 (I：宅 25戸（泊 5桜吋20)

25111：常l投容で全部入尻ー

（ウ〉 厚生奴 2戸（笹川I1 泊 1) 

各，.，101止有？牧符で6世帯宛入店・

「w町公営住セ20戸の建設については、工費 960万円で両越
土控.Kk が泊札し、治工l :t.37~手 9 月 1 日、完成は羽生存 3 月 15
日で4月 1日に入J,1；・した。

20戸の内訳第1毛Iii七宅（11坪） 5戸第2種住宅（10.2P「＇） 15 
戸、桜町は将:lE5DTq・:n l1!!にする計画のもので現在の羽pは全
部入LりしてL、る 3

家賃は、月第 1f：霊2.:oOlrl 、 当：~ 2睡2.00Q門となってレる。

(5）労！劫tl'i係
（アj 失業狩煎 （組；：＇｛:,t.庁t:i,'＼＇〕

（イ〉 日雇保険

取扱い件数 8.590('1: 

(6) 保健衛生関係

0 住民検診状況 (37年12.')
該当者政 8 797人 受診者数 8.528人
受 給 耶 96 . 74~0' 

0 LU生、死亡状況 <37宇佐）

総人口 21.961人

出生数 287人

出生率 13% 
0 5才児検診状況 (37年度）

該当者数 276人 受診者数

受診車 93.5% 
。先天性股関節目lffi検訟状況 (37年度）

受診人員 287人
要治療者 11人

0 昭和37年人口附娠中絶数

昭和37iド航阪府出数

死亡 178人
（死亡 6人 2%)

253人

－o
人
人

砂
相
川
町

ヲ
ヘ
》

凋

l

n
ζ

21.4% 

環境宿生については、 1.5 t債 1台を常位し、陸芥の出師に

当っている。現在陸芥焼均場挫設中である。

焼却能力 5.5 t （最大能力6t) 

契約金額 3.646.624円

工事請負業者 名和工業株式会社

着工 期臼 昭利38年4月113 
完 工期 日 ,, 月31日

完工期日については、悪天候のため15日間延期願いが拠出さ
れているイ

0 狂犬病予防接甑状況 (37年度）

接種は年2凶 4月と10月に行う。

登 録顕数 2 8 0頭

(7) 国民健康保険関係

国民bu入状況 (38年度当初現在〉

総 世 帯 数 4. 6 5 7 
被保険者世幣数 2. 8 9 9 62.25% 
総 人口 2 2. 3 9 3人
被 保 険 者数 1 0. 8 9 5人 組＇.65%
年間取扱資絡審査件数 4 1. 2 0 0件 (37年度）

検査期日現在における保険税の滞納額は、約70万円でこの整
理に努めていろ。

(8) 直営診療所4~策実績状況

1草壁：~」一生匝芝夜亙鋲Tf-1ーキ.－~ II 備 考

境 I 1.992件I 1“.o件
宮崎I 1.375 I 114.6 
笹川II 1.641 I 136.7 
大家庄 ｜ 4.665 I 詔8.7
山 崎 I 2.旬4 I 248.7 

一一---E"'T I 12.657 I 10.547 

各診療所とも経営上においては好調である。

(9) 簡易水道状況 (38年度初j

直衰京亙事を正芳京町＇tlfI給水人口 II 備 考
i大平 54 288!1 

境 252 1. 730" 
笹川 194 1.120 

！横尾I 102! 642 
｜南 保 ！ 196i 1.155 
1大家庄 ！ 661 295, 

窪田、舟川新 9 9 j 5 6 7 jJ(37.8.10着工
師谷外 5地区 2 2 6 I 1. 3 0 0 jJ~38. 3 .31完工

計』 ’ 1. 1891 7. 097jll総工費9制6.976

6. 総合的意見 さきに述べたように当課における事務は、多

岐多様であり、従つで出先機関、 外部団体との関係も多いた
め一部には事務過監を認められるので験員配置の改善につL、
て研究されたし、。

次に常設保育所について申込希望者の多いこと、地繊の配
置からして増設の要があると認められるので考慮されたし、。

南保保育所の建設貨については、地元立R＇になっているから
速やかに予算化されたし、。

町営火葬場は既に40年の年輸を経て老廃著るしきものがあ

り改善の時期連きに失していると思料される。 当局は徒らに
右顧左ベンに時を失することなく効率的施設にふみ切り町民
の福祉に寄与すベきである。

診療所は5地区に特別会計により、 国民健康保険直釘が
4カ所町営が 1iゲ所に設置されているが、その地区において

独立採算制的で町との契約にかなり不明確、 不健全性のもの
も散見された。叉それぞれ経営方針から生じた期末業鍛にも
著しく隔った明暗2つの燦績を示している。野放しになりが

ちなこの種企業に関し町の体質を憂いてなされた主務者の今
日までの苦労に対し敬意を表すると共に改善工夫に最替をつ
くされf.:,¥,、。

国保保険税滞納態理については、鋭意努力中であるが、一
層の努力を願いたし、。
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い
と
か
一民
う
問
題
は
別
と
し
て

将
来
に
残
さ
れ
た
水
力
エ
・
ネ
ル
ギ
！
資
源

と
し
て
河
水
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
見

ま
す
と
、
わ
が
国
の
年
間
平
均
降
水
量
は

本
州
で

一
、
七
七

0
ミ
リ
北
栴
道
で
は
一

、
O
六
O
ミ
り
で
全
国
平
均
は
て
六

C

0
・ミ
リ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
球
上
の

陸
地
へ
の
降
水
晶
の
平
均
は
七
四
O
ミ
リ

で
あ
る
か
ら
わ
が
問
の
年
間
平
均
降
本
訟

は
世
界
の
平
均
に
比
較
す
る
と
二
倍
以
上

の
降
水
却
が
あ
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
共
に
惜
し

界
に
お
け
る
最
も
雨
の
多
い
閏
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
が
、
た
だ
わ
が
国
の
雨
量
の
・円

台
風
に
よ
る
も
の
が
ニ
O乃
至
二
五
%
駒

市
に
よ
る
も
の
が
一
O
乃
至
二
五
%降
雪

に
よ
る
も
の
が
O
乃
至
四
O
Z
で
あ
っ
て

い
わ
ゆ
る
、
水
力
と
し
て
最
も
利
朗
し
や

す
い
地
雨
に
よ
る
も
の
が
三
O
乃
至
六
O

Z
で
大
体
の
平
均
五
O
%
前
後
と
考
え
て

ト
晶
、
。

年
間
の
降
水
政

一
、
六
O
O
－
－
、
リ
と
す

る
わ
が
闘
の
全
土
に
降
る
悶
訟
は
約
六

0

0
0
C
佑
ト
ン
と
な
り
河
川
へ
の
流
出
率

を
六
五
%
と
す
れ
ば
年
間
の
河
川
の
流
山

E
は
約
四
、

0
0
0億
ト
ン
と
な
る
が
こ

れ
は
洪
水
時
の
疏
量
等
を
含
ん
で
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
を
貯
制
す
る
方
法

を
悦
ず
れ
ば
、
河
水
の
利
用
が
理
論
的
に

最
品
開
限
度
に
適
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の

よ
う
に
全
部
の
川
水
を
発
電
に
利
用
し
て

も
水
の
消
滅
や
汚
制
等
を
釆
さ
な
い
か
ら

他
の
工
楽
用
水
、
農
業
用
水
、
上
水
道
用

水
等
と
の
利
用
も
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
年

て電側の化 所 広蔽 量 水 電 第 1 表 （｜怖，市昂から逆訂した日本の水fiifi) ー ェ 円 を 聞
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又
厳
近
討

l

ロ
て
ハ
で
去
わ
れ
て
い
る
ピ

ー
ク
パ
ワ
l
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
而
か
ら
も

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
将

来
は
火
力
や
原
子
力
発
電
に
よ
る
ベ
1
ス

．
ロ
ー
ド
、
水
力
に
よ
る
ピ
ー
ク
発
信
－
万

式
を
考
え
る
時
は
、
河
水
は
も
ち
ろ
ん
無

限
に
＆
る
耐
水
に
よ
る
刷
物
水
発
電
が
ま
す

ま
す
電
製
性
を
同
唱
す
こ
と
に
な
る
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
、
そ
の
以
の
決
定

は
将
米
の
問
題
で
あ
り
、

削
の
－
十
尚
由ヤ州

説
、
抗
出
品開咋
に
よ
る
先
電
も
ま
た
行い
山木の

軒
先
裁
期
と
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

『つ
いλ
く
L

朝
日
町
議
会
副
議
長
官
t

十

ぷ

恥
合
開
発
特
別
委
員
長

m
H

4

7

i

’

危
険
で
す
グ

注
意
し
て
く
だ
さ
い

常
時
ぬ
准
工
事
の
た
め
、
本
年
度
は
泊

中
傑
破
作
業
が
相
当
あ
り
ま
す
。
そ
の
災

曽
防
止
の
た
め
本
年
七
月
二
日
か
ら
十
二

月
三
十
一

日
ま
で
次
の
闘
の
と
お
り
政
入

禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

，／.、 官ιペ‘司、今

τ う「ミk

1 ,,. Z買え~¥ '; 

r・＼、ー＿.／ I 

fン巧ιr " '・ ＼之ょ
ノユーーー し ’.~： 

J 、 ”z ’J
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警

察

か

り

ム
夏
の
交
通
事
故
防
止

夏
は
た
だ
で
さ
え
寝
苦
し
い
夜
が
続
き

師
眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
い
ね
む
り
運

転
や
わ
き
見
運
転
な
ど
過
労
か
ら
く
る
事

故
が
目
抗
っ
て
き
ま
す
。

深
淵
や
夜
ふ
か
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
運
転
中
ね
む
気
を
催
し
た
と
き
は
停

献
し
て
し
ば
ら
く
体
を
休
め
て
か
ら
運
転

す
る
よ
う
心
が
け
る
c
歩
く
人
も
運
転
す

る
人
も
心
の
ゆ
る
み
を
い
ま
し
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
夏
休
み
に
入
り
子
供
が
自
由
に

外
で
遊
び
ま
わ
り
交
通
事
故
に
さ
ら
さ
れ

る
危
険
が
多
く
な
り
ま
す
。
中
高
生
の
由

化
破
事
故
、
幼
小
学
生
の
道
路
の
あ
そ
び

取
の
通
道
前
後
の
道
路
杭
断
等
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
は
正
に
う
な
ぎ

の
は
り
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
歩
行
者
も

運
転
者
も
と
も
ど
も
交
通
の
き
ま
り
を
し

っ
か
り
守
っ
て
夏
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
よ

う
お
た
が
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ム
夏
の
防
犯
重
点

一
、
お
訟
の
行
事
や
盆
踊
り
納
掠
行
事
に

暴
力
応
犯
の
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

二
、
性
的
事
犯
の
子
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

三
、
海
水
浴
場
や
河
川
の
溺
死
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

四
、
防
犯
灯
を
増
設
し
、
既
設
の
も
の
を

完
全
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

泊病院

眼
八科
月訟

2量
の lffl

予始
定

的
病
院
で
は
長
ら
く
休
齢
中
で
あ

り
ま
し
た
眼
科
を
次
の
と
お
り
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。一

、

医

師

川

上

容

子

先

生

六
診
療
開
始
予
定
八
月
中
旬

て

診

療

時

間

午

前

中

診
療
開
始
日
が
決
定
次
第
、
新
聞
そ
の

他
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
か
ら
十
分
ご

利

用

く

だ

さ

い

。

〈

泊

病

院
〉

ny
－4E’
ヲ
『
U



(4) 

消
化
器
系
の
病
気

昭和 38年 8月 10日
月刊 （毎月 10日発行〉

泊
病
院
長

柳

沢

武

秀

ひ

消
化
器
系
の
病
気
と
い
っ
て
も
ず
い
ぶ

ん
多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に
身
近

な
急
性
の
胃
炎
や
腸
炎
に
つ
い
て
常
識
的

な
こ
と
が
ら
を
申
し
述
べ
ま
す
。

一、

急
性
胃
炎

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
起
こ
り
、
夏
に
限

っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
暑
さ
で

体
力
が
弱
っ
て
い
る
の
で
ち
ょ
っ
と
の
こ

と
で
も
円
腸
が
損
ぜ
ら
れ
や
す
い
の
で
す

向
よ
り
も
食
物
の
不
摂
生
が
一
番
の
原
因

で、

次
に
食
品
の
容
易
に
腐
敗
し
や
す
い

こ
と
も
原
因
の
大
き
な

一
つ
に
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
第
三
に
は
冷
た
い
飲
食

れ
ν
物
で
目
腸
を
冷
や
し
す
ぎ
た
り

・
税
冷
え
で
お
腹
を
冷
や
す
こ
と

』
ι円

で
す
。

4

川
円
炎
の
症
状
も
い
ろ
い
ろ
で

d
』

す
が
、
一
口
に
云
え
ば
食
欲
不

4
’

振
、
食
味
不
良
、
叫
気
や
一
明
吐

2
ζ

み
ぞ
お
ち
の
不
快
感
、
全
身
の

μ
P
だ
る
さ
な
ど
で
激
烈
な
も
の
で

ー
ー

は
腹
痛
の
は
げ
し
い
も
の
や
全

一玉一

身
の
苦
捕
の
き
び
し
い
重
症
な

も
の
も
多
い
よ
う
で
す
。

二
、
急
性
腸
炎

下
痢
を
主
症
状
と
し
た
践
の
病
気
、
い

わ
ゆ
る
こ
れ
が
急
性
腸
炎
で
す
。

こ
れ
も
原
因
と
し
て
食
べ
す
ぎ
、
食
道

の
中
毒
、
腹
部
の
寝
冷
え
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
大
部
分
細
菌
性
の
下

痢
を
誘
発
す
る
場
合
が
多
く
、
軽
重
に
も

よ
り
ま
す
が
発
熱
を
伴
う
こ
と
も
多
〈
、

下
痢
の
ほ
か
多
少
の
脱
捕
や
山
鳴
り
と
と

も
に
円
炎
の
山
状
も
同
時
に
あ
ら
わ
れ
ま

す
。子

ど
も
や
老
人
で
は
草
地
に
な
り
や
す

く
、
ま
た
腐
敗
し
た
肉
類
を
食
べ
て
激
烈

な
症
状
を
出
す
も
の
や
コ
レ
ラ
の
よ
う
な

激
し
い
叶
鳴
を
も
っ
て
始
ま
る
も
の
、
ゲ

ル
ト
ネ
ル
菌
に
よ
る
急
性
円
鰐
炎
も
あ
り

さあ（要指鎚綴喜）第%号

ま
す
。
下
痢
と
い
う
ほ
ど
で
な
く
不
消
化

使
程
度
で
体
力
の
消
耗
を
起
こ
す
小
腸
炎

も
あ
っ
て
こ
れ
は
長
び
き
ゃ
す
く
厄
介
な

も
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
し
ぶ
り
腹
」
の
大
腸
炎
と

い
う
の
は
赤
痢
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
、
十
分

な
検
査
が
必
要
で
す
。

盲
腸
炎
は
普
通
下
痢
は
起
こ
さ
ず
突
然

脱
痛
や
吐
気
と
と
も
に
起
こ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
食
あ
た
り
の
よ
う
な
症
状
で
始
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
予
防
に
は
簡
単
に
記
し
ま
し

た
が
い
づ
れ
も
暴
飲
暴
食
を
戒
め
て
、
食

物
の
摂
生
を
守
り
、
腐
敗
の
疑
い
あ
る
も

の
は
さ
け
、
清
潔
に
も
注
意
し
、
寝
冷
え

な
ど
に
は
特
に
子
ど
も
さ
ん
の
注
意
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

町
民
ブ
l
ル
近
く
完
成

な
り
ま
し
た
。

七
月
三
十
日
に
は
日
本
水
泳
連
盟
の
中

間
検
査
も
終
り
、
本
検
査
パ
ス
の
後
は
B

公
認
プ
1
ル
と
し
て
各
競
技
の
記
録
が
公

認
さ
れ
ま
す
。

（写
真
l
喧
股
中
の
町
民
ブ
l
ル
）

連青静岡で圏内研修

成
果
の
あ
っ
た

規
律
あ
る
団
体
行
動

朝
日
町
連
合
背
年
回
初
の
県

外
研
修
が
七
月
二
十
三
日
、
二

十
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
給

岡
県
御
殴
場
市
国
立
中
央
青
年

の
家
で
行
わ
れ
た
口

参
加
者
は
折
谷
団
長
、
野
村

町
社
教
係
長
、
竹
中
北
日
本
新

聞
記
者
ら
三
十
五
名
、

背
年
の

家
で
は
足
立
所
長
の
講
義
、
宮

城
県
耕
野
守
年
学
級
、
横
崎
県
国
内
側
修

生
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
倣
会
が
あ
り
、
討
論

会
で
は
「
正
し
い
男
女
の
交
際
」
「
恋
愛

と
結
婚
」

「
背
年
の
望
む
結
婚
」
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
が
、
人
数
が
適
当
で
あ
っ

た
こ
左
、
問
題
が
身
近
な
も
の
で
あ
っ

た

う
え
に
、
朝
日
町
か
ら
遠
〈
離
れ
た
と
L

う
解
放
感
も
あ
っ
て
か
、
か
つ
て
な
い
活

発
な
赤
裸
々
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
度
の
研
修
旅
行
の
大
き
な
目
的
ば
秩

序
あ
る
生
活
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
出
発
前
の
一
倍
問
式
に
始
ま
つ

背
年
の
家
の
厳
し
い
少
活
規
律
に
も
よ
く

自
主
的
に
従
い
、
ま
た
行
き
M
W
り
の
刈
車

内
、
山
＋
山
二
洲
め
ぐ
り
の
貸
切
パ
リ
ハ
内
の

白
発
的
消
指
定
行
う
な
ど
当
初
の
目
的
は

十
分
述
せ
ら
れ
た
と
お
え
る
。

二
十
四
日
間
役
邸
前
で
解
印
式
全
行
い

戸
高
ら
か
に
H

し
あ
わ
せ
の
歌
山
会
う
た

っ
て
思
い
出
多
い
研
修
旅
行
の
企
日
程
を

終

え

た

。

（

朝

日
町
連
合
青
年
団
）

E

た
ば
こ
は
町
内
で
『
｜

昭
和
三
十
七
年
比
に
は
七

O
O万

円
余
り
の
説
金
が
町
の
財
政
に
寄

与
し
て
い
玄
す
。

ム
山
村
猟
者
諸
官

ふ一一八
月
二
十
二

日
役
場
議
場

に
て
経
験
者

は
午
前
十
時

よ
り
十
三
時
ま
で
、
初
心
者
は
十
二
時

よ
り
午
後
五
時
ま
で

当
日
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
際
印

鑑
と
与
其
（
最
近
六
カ
月
以
内
に
掠
即

し
た
も
の
で
正
耐
、
上
半
身
、
無
聞
の

も
の
。
ラ
イ
カ
版
）
を
持
参
す
る
。

A
市
山
県
輪
対
向
小
廿
h

諒
民

掠
用
人
口
．
4
十
人

試
験
日
九
月
二
十
二
日

小

込

七

月

十

日

か

ら

九

月

十

四

日
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
入
装
警
察
官
ま
た
は

内ソ
ι
4
2
1
aHT

さ察朝
い官目
。駐 町
在警
所察
）官

へ派
問出
い所
合（
わま
せた
ては
く各
fこ聾

八
月
は
町
民
税
第
二
期
分
の
納
期
で
す

身
体
障
害
者

雇
用
促
進
運
動

川以
近
の
景
気
の
好
調
に
伴
い
、
各
商
店

工
場
の
現
場
で
は
、
求
人
難
、
労
働
力
不

足
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

い
ま
や
ひ
と
こ
ろ
の
就
・
肢
難
の
時
期
と
異

な
り
身
体
に
支
障
の
あ
る
人
も
仕
事
を
L

ょ
う
と
い
う
熱
意
が
あ
れ
ば
そ
の
潜
在
労

働
能
力
を
活
か
し
て
立
派
な
職
業
人
に
な

れ
る
好
機
で
す
。
障
害
の
程
度
が
重
く
て

職
に
つ
い
て
も
す
ぐ
一
般
の
人
と
同
様
に

仕
事
を
続
け
難
い
人
に
対
し
て
は
障
害
者

を
現
場
訓
練
す
る
た
め
手
当
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
当
の
額

は
附
恕
者
を
凶
入
れ
よ
う
と
す
る
事
業
主

に
月
額
約
五
千
円
、
障
害
者
に
月
額
約
千

円
で
す
〈
期
間
は
い
ず
れ
も
六
ヶ
月
間
〉

ま
た
東
京
、
大
阪
を
初
め
全
国
十

ケ

所
の
身
体
障
害
者
職
業
訓
諌
所
で
は
時
計

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
修
理
、
縫
製
、
謄
写
印

刷、

理
容
、
製
図
工
、
影
印
工
等
の
仕
事

を
教
授
し
て
お
り
入
所
は
毎
年
四
月
と
十

月
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

建
業
料
は
無
料

で
本
人
負
担
は
食
費
の
み
で
す
。
魚
津
職

業
安
定
所
で
は
特
に
力
を
入
れ
て
こ
の
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い

ご
相
談
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

六六両制

定3日
円門 町

l:P役

刷場

:;E ）~印刷
集

,¥plj 員長
発

!1fii料 J9r行


